
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
10月13日(金)の２～３校時、５年生が茶道体験を行いました。まず始めに岡根先生より、茶道の歴史

について授業があり、茶道の成り立ちや、茶室の中での作法などについて学びました。また、お濃茶の試

飲も行いました。その後日本間に移動し、背筋を伸ばして正しく畳に正座して、お辞儀の仕方やお菓子・

お茶のいただき方を教えてもらいました。「真・行・草」の３種類の礼など、場に応じた立ち居振る舞い

等についても、実践しながら学びました。最後に、自分が点てたお茶とともにお菓子を美味しくいただき

ました。日ごろ、畳の上で落ち着いて座る生活から遠ざかっている子どもたちですが、心を落ち着け自国

の文化を味わう良いひと時を過ごすよい機会となりました。また、普段の生活ではなかなか触れることの

ない道具や所作を行ったことで、伝統文化への理解が深まったようでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校舎の中央入り口付近の記念碑横に、２学期から看板 

が設置されたていることに気づいていますか？まちづく 

り推進隊高瀬『高瀬百景実行委員会』が、創立150年を 

超える比地小学校の歴史を多くの人に伝えるために、設 

置してくださいました。現５年生は、昨年度の学習発表 

会の劇「比地小今昔物語2022」で演じたので、知ってい 

る内容も多いと思います。漢字が多くて低学年には難し 

い内容ですが、上学年に教えてもらいながら比地小学校 

の歴史と伝統を振り返る機会としてほしいと思います。 

文責 長谷川 忍 

学校のめあて 

心豊かでたくましく 

自ら学んで未来を創る 

爺 陽 の 空 へ 


